
 

令和６年度貸切バス講習会 受講報告書の設問回答 
 
問１ 
泊まり運行など遠隔地で行う始業・終業点呼の記録は、点呼実施状況の記録に加え、「アルコール

チェックの様子を撮影した画像」及び「運転者の音声記録」があれば問題ない。 
正答：× 
解説：遠隔地での電話点呼においては、アルコールチェックの様子を写真撮影し、点呼実施者及

び運転者双方のやり取りを録音する必要がある。【講習資料 pp.50-51】 

   
問２ 
手書きの点呼記録を一週間以内にスキャンして、電子ファイルを一年間保存した。 
正答：× 
解説：点呼記録は点呼を実施した日から一週間以内に電子ファイル保存が必須であり、当該記録

の保存期間は３年間となる。 
なお、電子ファイル保存については、必ずしもシステムを導入する必要はなく、手書きの点呼記

録をスキャン（スマホ等での写真含む）して保存、表計算ソフトを PDF 等で保存するといった対

応でも問題ない。【講習資料 p.52】 

 

集計結果

○ ×

集計結果

○ ×



 

問３ 
長い下り坂ではフットブレーキを多用し、スピードが出すぎないように注意すべきである。 
正答：× 
解説：長い下り坂で、フットブレーキを頻繁に使い過ぎると、急にブレーキが効かなくなる可能

性があるため、低速のギアを用いて、エンジンブレーキや排気ブレーキを活用し、フットブレー

キを踏みすぎないように注意が必要である。【講習資料 p.20】 

  
問４ 
点呼を実施する際に、アルコール検知器使用時の画像を記録しているので、点呼の実施状況も確

認がとれていると思い、動画の保存を実施せず、アルコール検知器使用時の画像のみ保存してい

た。 
正答：× 
解説：重大事故を起こした事業者の多くが点呼の未実施など運行管理が不十分であったことから、

改ざん・不正防止を含む確実な運行管理を実施するため、点呼の実施状況の動画を記録し保存し

なければならない。監査等で記録の確認が取れない場合は、行政処分の対象にもなり得る。 
【講習資料 p.50】 

 
 

集計結果

○ ×

集計結果

○ ×



 

問５ 
初任運転者に対して、指導監督指針第２章２（２）に定められている事項の、①～⑥について２

０時間、⑦の実技指導について１０時間の合計３０時間を実施したため、事業用自動車の運転者

として選任した。 
正答：× 
解説：①～⑥について１０時間以上、⑦の実技指導について２０時間以上の合計３０時間以上の

指導が必要となる。なお、あくまで最低限度の時間であるため、必要な技能及び知識を十分に習

得していると判断できる段階まで実施するべきである。【講習資料 pp.14-15】 

 
 
 
 
問６ 
北海道運輸局管内において平成３０年度以降に確認された法令違反事項別の処分件数で、最も違

反件数が多かったのは乗務記録に関する事項である。 
正答：× 
解説：違反事項として最も多かったのは処分件数２３件の、「運賃料金届出違反」と「乗務員台帳」

に関する事項である。【講習資料 pp.45-47】 
 

集計結果

○ ×

集計結果

○ ×


